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総務民生常任委員会記録 

 

１．委員会を開催した年月日・時刻及び場所 

令和８年３月１７日（火）  議会第１委員会室 

午前１０時 開議  午前１１時０５分 閉議 

 

２．出席した委員の名簿 

委 員 長  丸 田 一 幹（○） 

副 委 員 長  本 吉 典 子（○） 

委       員  寺 井 哲 也（○） 

    〃    櫻 井 英 一（○） 

    〃    浅 野 俊 二（×） 欠席 

〃     山 本 泰 夫（〇） 

議    長     酒 井 一 人（○） 

 

３．傍聴した者  北川 真知子 議員 

 

４．出席した説明員  

岸市長、川口副市長、山本総務部長、政氏市民福祉部参事、森田デジタル推進室長、 

木曽市民窓口課長、木田会計管理者、北山秘書課長、山岸企画財政課長、崎田まちづく

り課長、安達災害復興推進室長、保志場税務課長、赤井地域包括ケア推進室長、 

蓮本こども課長、清水こども課参事、小林選挙・監査委員事務局長 

 ※市長はあいさつ後、退室（午前１０時０３分）する。 

 

５．出席した事務局職員 

事務局長 木村 繁成  事務局次長 野崎 直美  係長 澤田 朋子 

 

６．会議に付した議件 

別紙付託表のとおり 

 

７．会議の概要 

丸田委員長のあいさつにより会議を開く。以後、進行も行う。 

次に、岸市長からあいさつがなされ、その後、退室する。 

次に、付託表及び報告表に基づき執行部から説明を聴取し、その後、質疑・応答が行われる。 

終了後、採決に入り、議案８件はいずれも全会一致で可決する。 

請願第１号については、賛成者がなく不採択と決する。継続審査中の令和７年請願第２号及

び請願第３号については、ともに、審査を要することから、全会一致で継続審査と決する。
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詳細は、別紙「委員会審査結果」のとおり。陳情１件については聞き置く。 

  次に、委員会における継続調査の申し出を議長に提出すること、併せて、委員会報告につい

ては、委員長に一任することを決定する。 

最後に、丸田委員長が閉会のあいさつをし、会議を閉じる。 

 

８．主な質疑・応答等 

【付託案件等に対する主な質疑・応答】 

 

松田委員：議案第20号国保税の条例一部改正で、個々の軽減措置で、2割と 5割の軽減措置が

あり、対象世帯が増えるとの説明だが、令和7年度実績で見ると、2割世帯、5割世

帯それぞれどれだけ増えるか。 

木曽市民窓口課長：2割から 5割軽減になる世帯が8世帯で246,500円が減額、軽減0から2割

軽減になる世帯が 6世帯で毎年113,600円の減額と算定した。 

櫻井委員：議案第17号常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部改正についてで、職員に

よるハラスメント事案の監督責任で1か月分の給料を 10パーセント減額とした判断

基準は何によるものか。 

山本総務部長：基準は特にないが、過去の事案や他市の状況を勘案し決定した。 

川口副市長：管理監督責任で 1ヶ月10%減額を市長提案したが、これで責任が取れるわけではな

い。再発防止策を徹底し、ハラスメントのない職場環境づくりに向けて、真剣に取り

組んでいく。 

櫻井委員：副市長から質問した以上の返答があったが、私も同感である。市民に対しても、信頼

回復が大事であり、ぜひ実行願う。 

川口副市長：引き続き仕事をすることで、全庁的に市民の信頼回復を得ていく。 

 

【付託案件以外のその他に対する主な質問・応答】 

 

松田委員：公設公営保育所運営事業で、来年度西北台保育所の児童数は何人か。また、園児移動

バス運行費の委託料の額と何人のこどもが使う予定か。 

蓮本こども課長：西北台保育所の来年度の保育入所予定数は4名で、バスの運行は見合わせてい

る状況。 

本吉副委員長： 2年前の保育所入所者数は 512人だったが、現在の数は。また、市内の未満児の

定員は何人か。 

蓮本こども課長：令和8年度の通所予定者数は450人。0歳児の受入定員は 33名。4月から14名

の0歳児が入所予定である。 

松田委員：昨年度ローカル 10000プロジェクトの申請はなかったが、令和8年度も引き続き募集

する予定か。 

崎田まちづくり課長：この事業は国が交付決定の審査をするのだが、審査に時間がかかるため、

申請書が提出された時点または審査を通過しそうな段階で、補正対応する考えである。 
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本吉副委員長：副市長の CIO補佐官の詳細は。 

森田デジタル推進室長：CIOは副市長なので、CIO補佐官は副市長を補佐する役割であり、高度な

デジタルスキルを持ち、外部の民間の有識者という類の定義を国の指針としている。

現在、具体的な人物はまだ決まっていないが、羽咋市の CIOがDXの分野に造詣が深い

ため、さほど緊急性は感じていない。適当な時期に適当な方を探していく。 

川口副市長：行政だけで地域課題を解決するのは困難であり、その辺のスキルやノウハウがある

方の助言が必要だと考える。羽咋市の希望する取組等がしっかり把握できてから、国

や県のアドバイザー派遣制度等を利用し探していく。 



総務民生常任委員会

番　号 議案番号

１ 議案第１４号 羽咋市監査委員条例の一部改正について

２ 議案第１５号 羽咋市行政手続条例の一部改正について

３ 議案第１６号 特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について

４ 議案第１７号 常勤の特別職の職員の給与に関する条例の一部改正について

５ 議案第１８号

６ 議案第１９号

の一部改正について

７ 議案第２０号

８ 議案第２４号 神子原・千石・菅池辺地に係る総合整備計画の策定について

総務民生常任委員会　　　

番　号 議案番号

１ 報告第３号 法人の経営状況について

令和８年第１回羽咋市議会定例会議案報告表

令和８年第１回羽咋市議会定例会議案付託表

議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件

議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

羽咋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担等に関する条例

羽咋市国民健康保険税条例の一部改正について


